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発言の要旨 

１ 子育て支援について 

 (1)ひとり親家庭への支援について 

  ①本市における児童扶養手当受給者数 

  ②本市における養育費受給率 

  ③養育費確保支援事業について 

   ア．養育費確保支援事業の実績 

   イ．今後支援策の見直しや拡充はあるか 

 (2)共同親権について 

  ①共同親権とは 

  ②メリット・デメリット 

  ③現在までに相談等はあるか 

 

２ 学校給食について 

 (1)給食費の推移（令和２年度と６年度の比較） 

 (2)他県における公立小中学校での給食が国の基準を下回るエネルギーだったことについて本市の取組 

 (3)物価高騰に係る臨時交付金（学校給食支援補助金等）の支援策を今後検討しているか 

 

３ 稼ぐ観光について 

 (1)稼ぐ観光についての具体的な取組について 

  ①多言語対応への支援について 

   ア．支援状況 

   イ．支援を受けた事業所の反応 

  ②桜島自然体験アクティビティ整備事業について 

   ア．背景・目的 

   イ．基本計画の進捗具合 

   ウ．整備までの具体的なスケジュール 

  ③ナイトタイムエコノミーの推進について 

   ア．ナイトタイムエコノミーとは 

   イ．令和５年度に実施した実証実験事業の背景・目的・概要 

   ウ．６年度の取組状況 

 (2)西のゴールデンルートアライアンスについて 

  ①設立された背景・目的 

  ②本市の取組 

  ③今後期待されること 
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３ 大 木 ひ か る 無 所 属 

 (3)鹿児島市ＤＭＯについて 

  ①登録された背景・目的 

  ②鹿児島市ＤＭＯ戦略の推進状況（地域マーケティング・地域マネジメント） 

  ③観光ＣＲＭアプリの活用状況について 

   ア．直近３年の登録加盟店数 

   イ．直近３年のアプリ利用者数 

   ウ．直近３年のアプリを使用した観光消費額 

 (4)鹿児島ファン拡大アンバサダー事業について 

  ①事業に至った背景・目的 

  ②事業のＫＰＩ 

  ③取組状況 

 (5)宿泊税導入の検討について 

  ①他自治体での導入状況 

  ②導入自治体におけるメリット・デメリット 

  ③本市の導入予定 

 (6)４年間取り組んできた稼ぐ観光について市長の見解 

 

４ 本市のふるさと納税（個人版）について 

 (1)ふるさと納税の直近３年の寄附額 

 (2)市民が他自治体に行ったふるさと納税の影響額（市民税寄附金税額控除額）及びふるさと納税の実質

収支（直近３年） 

 (3)令和５年度の返礼品で、寄附申込件数が多い返礼品とその件数（上位３つ） 

 (4)ふるさと納税のリピーター率及びリピーター数（直近３年） 

 (5)返礼品を地場産品とすることについての考え 

 (6)産地偽装問題について本市の取組 

 (7)目標額 50 億円へ向けた具体的な取組 

 (8)寄附金の今後の使い道 

 

５ 新島利活用策について 

 (1)土砂しゅんせつの進捗状況 

 (2)コロナ禍で休止した観光施設整備事業の再開はあるか 

 (3)行政連絡船について 

  ①直近３年の利用状況 

  ②海上運送法等の一部を改正する法律に伴う主な改正点と影響 

 (4)住民、関係団体との連携・協力 


